






 

(1)バーキットリンパ腫患者腹水より樹立した B 細胞株 SD および同一患者末梢 B 細胞 EB

ウイルストランスフォーム株(SDPB)(水谷,成ら未発表)の 2 株を用い,B 細胞分化抗原を認

識する単クローン性抗体(TUG2,TUG12)を得た。方法は Kohler-Milsteinの方法に準じた。

SD,および SDPB の分化抗原の主要な違いは CALLA の有無にある。すなわち SD は Billing

らの CALLA(P98)陽性で lymphoid stem cell に共通する分化抗原を有するが,SDPBは陰性で

あった。その他の表面形質のちがいは表 1に示すとおりである。その結果代表的な抗体産

生株 TUG2,TUG12 を得,それら抗体の反応性について検討した(表 2,3)。 


